




□ 募集内容 □ 

派遣種類・募集件数 派遣内容 派遣費用 申込者負担額 

木造住宅耐震診断助成事業 

【耐震一般診断】 

本年度は１０件を予定しています。 

建築の専門家（建築士）が、

建物の詳細な実地調査、聞き

取り調査、各種資料により「一

般診断法」に基づき、住宅の

地震に対する安全性を診断し

ます。 

診断の結果、上部構造評点

が 1.0 未満と判定された場合

は、上部構造評点が 1.0 以上

となるように、補強内容等の

計画、および概算工事費を算

出し、改修計画書を作成しま

す。 

 

（※上部構造評点が 1.0 以上

と判断された場合は、改修計

画の作成は行いません） 

1 件あたり 

８，４００円～ 

（住宅の規模により、料金

が加算されます。別表１を

参考にしてください） 

 

□ 申込資格 □ 

木造住宅耐震診断助成事業 

【耐震一般診断】 

次の条件すべてに該当する住宅を所有している方。 

（１）昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した戸建木造住       

宅 

（２）在来軸組構法、枠組壁構法、伝統的構法により建築さ

れた平屋建てから３階建てまでの住宅 

（３）過去に、この事業による耐震診断を受けていない住宅 

※ 上記の条件を満たしていても、住宅の構造形態により派遣対象外となる場合が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 



□ 申込み方法 □ 

下記の必要書類を、市役所２階 建設部都市計画課窓口まで提出してください。 

※郵送可 

 

申 込 期 限 

【申込順で受付させていただきま

す。】 

令和５年１２月１５日(金)迄 

受付は土・日曜日、祝日を除く、8：30 から 17：３０までとさせ

ていただきます。 

① 

木造住宅耐震診断 

助成事業 

【耐震一般診断】 

【 必要書類 】 

・ 申込書（住宅の所有者名で申し込み下さい） 

・ 新築時の建築確認通知書がある場合は、その写しを

添付してください。 

・ 平成 15、16 年度に木造住宅耐震診断士派遣事業に

よる簡易耐震診断を受けたことがある場合は、その

診断結果表を添付してください。 

□ 注意事項 □ 

・ 申込み内容を確認するため、市の職員が建物を見させていただく場合がありま

す。内容の確認・審査の結果、派遣対象建築物に該当しないことが判明した場

合は、診断士の派遣はいたしません。 

・ 今回の申込みは自己所有の建物に限ります。 

・ 長屋・共同住宅は派遣対象外となります。 

・ 診断士の派遣が決定した方については、派遣する診断士の氏名を明記した「派

遣決定通知書」を郵送します。 

・ 耐震診断については、申込み順に随時実施する予定です。 

 

 

 

 

 





様式第１号 

富谷市木造住宅耐震診断助成事業申込書  

                                                       

                         令和  年  月  日  

   

富谷市長         あて  

 

                                 (郵便番号：   －    )  
                             〔住所〕                                        
                                     ふりがな  
                              申込者〔氏名〕                         ㊞  
                                              市外局番  
                                   〔電話〕（    ）       －           
 

   富谷市木造住宅耐震診断助成事業実施要綱第５条の規定に基づき、下記の住宅につい

て耐震診断士の派遣を申し込みます。 

 

対 

象 

住 

宅 

の 

概 

要 

  所   在   地  

  用        途  専用住宅 ／ 併用住宅（併用用途:           ） 

  構造 ／ 階数  木造在来軸組構法 ／ 枠組壁構法 ／ それ以外 

 平屋 ／ ２階 ／ ３階 ／それ以外 

  床   面   積  １階：     ㎡   ２階：    ㎡  ３階：    ㎡ 

 地下：    ㎡    合計（延床面積）：        ㎡ 

建築着工時期 

〔建築確認年月〕 

 昭和・大正・明治    年   月 頃（新築時） 

〔 昭和   年  月  日（新築時）／ 不明 〕 

 診断建物の図面の有無   有  ・  無 

耐震診断の履歴 

（○をつけて下さい） 

 木造住宅耐震診断士の派遣（簡易耐震診断）を受けたことが 

 ある （平成  年  月頃・総合評点     ） 

 ない 

耐震一般診断の履歴   今回が初めて ／ 本事業の診断歴あり ／ 他（        ）の診断歴あり 

 派遣を避けて欲しい曜日   月曜  ／  火曜  ／  水曜  ／  木曜  ／  金曜 

 派遣を避けて欲しいその他の日  

 調査を避けて欲しい時間帯   午前中  ／   午後 

 診断士に関する希望 

（簡易耐震診断を受けたこ 

 とがある方のみ記入する 

 こと） 

 ・以前派遣された耐震診断士 

 ・以前派遣された耐震診断士以外の耐震診断士 

 ・特に希望なし 

【備考】（記入例：昭和５２年８月に木造にて１０．５㎡増築など ） 

整理番号       －  審査欄   

   上記【備考】爛には、  
(1) 上記建物において増築･修繕･模様替･用途変更などがあった場合、その内容及び時期  
(2) 上記建物が現在空き家の場合、その旨及び使用開始予定時期  
(3) 本年度に上記とは別の住宅もこの派遣事業を希望する場合、その旨及び申し込み時期などを

ご記入下さい。  
  【添付書類】  
    ・木造住宅耐震診断士派遣事業による耐震診断（簡易耐震診断）を受けたことがある住宅につい

ては，その結果通知書の写し  
   ・その他市長が必要と認めるもの    


